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　アカマツ林の有機物層に生息する糸状菌の分布のしか

たを垂直分布と水平分布についてこれまで検討（3）一（7）し

てきたが，このような糸状菌の分布のしかたはさらに時

間的にも変化する。

　糸状菌およびその他の土壊申に生息する微生物の数量

あるいは活性が1年の間に季節的に変化することはこれ

までの多くの研究で認められており，希釈平板法によっ

て調査した場合，糸状菌数は秋から春の間に最大値を示

し，夏に最も少ないというのが一般の傾向である．しか

し，個個の種が季節によってどのように変動するかにつ

いて言及した報告は少ない．希釈平板法でひんぱんに分

離され，森林の有機物層あるいは鉱質土層に生息する糸

状菌と考えられているものでも，これまでの報告で明ら

かにしたように種によって生態的な性質を異にするか

ら，季節の移り変わりに伴う環境因子の変化に対しても

それぞれちがった反応をするものと考えられる．したが

って糸状菌あるいは微生物全体としてでなく，個個の種

が季節によってどのような変動を示すかを明らかにする

ことによってこれまで明らかにされてきた糸状菌数の季

節変動の内容をよりよく知ることができるうえに，糸状

菌の生息を支配する環境因子といろいろな種との関係を

明らかにするのに役立つであろう．

　前報（7）で示したように，希釈平板法によって表わされ

る糸状菌の数量は1林分内でもバラツキが非常に大きい

か私季節による変動を明らかにすみ場合はそれぞれの

調査時の菌数のバラツキを考慮する必要がある．

　たまたま除草剤の施用が土壌糸状菌に及ぽす影響を知

る目的で，1林地で年数回にわたって有機物層のF層の

糸状菌集団を詳細に調査する機会を得たので，その調査

結果から（8）（9）糸状菌の季節変動について検討を行なった

　※　育林学研究室

ので報告する．

　　　　　　調査地および調査方法

　福山営林署管内の箱田37林班ろの1（広島県芦品郡協

和村）のおよそ45年生のアカマツ林で調査を行なった．

　調査地の概況は別に報告した（・）（・）（・）とおりである．

　調査は本来，除草剤試験が目的であったので調査林分

を3つに区分し，除草剤によって下層植生を枯殺した

区，下層檀生を手刈した区および無処理区にわけたが，

すでに報告したように下層植生の変化による影響はみら

れたが，除草剤そのものの糸状菌への影響は全くみられ

なかった．

　土壌糸状菌の測定は処理前の1967年6月30日，処理後

（7月5日に除草剤散布あるいは手刈を行なった）の9

月7日，11月15日の3回行なった．

　各区の斜面上部と下部でそれぞれ3ケ所を選び試料採

取個所とした（計18プロット，11月の調査のみ斜面上部

3ケ所，下部2ケ所で計15プロット）．1つの試料採取

個所では1m平方内で任意に10地点から試料を採取しよ

く混合した．試料の採取は有機物層のF層を対象とし，

できるだけ分解程度の同じものをとり，枝，球果，樹皮

などは除いた．各試料から109を糸状菌の分離に供し

た．糸状菌の分離方法はこれまでの報告（3）と同じであ

る．希釈度はシ｛8000とした．

　　　　　　　　結果および考察　告’’

　調査林分の糸状菌集団は，6月の調査結果については

すでに報告（7）したとおりであるが，フロラとしては全般

的にみて9月，11月もほぽ同じような結果を示した．6

月には38，9．月は35，11月は43の種類群（筆者は糸状菌

の同定をプレート上のコロニーの検鏡だけで行なってい

る（3）ので，容易に識別できるものは種単位，それ以外は
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属あるいはそれ以上の単位で分類されるから，それらを

同一レベルで取扱うことは不合理なのでこれらの種類を

仮に種類群と呼ぶ）がみられ，このうち26種類群がいず

れの調査時にも分離され，その他は1～2の調査時にの

み分離されたが，その大多数はいずれも出現頻度が低か

った．前報作）で検討したようにごく稀に分離される種類

についてその有無を議論することは好ましくないので，

いずれかの調査時に試料の半数以上に現われたもの17種

類群について季節変化の有無を以下検討する．

　調査した6月，9月，11月におけるそれらの出現頻窒

および菌数は図一1に示すとおりである．下層檀生の取

扱いが区によって異なるので，その影響と季節による変

動とを区別するため，図一1では各区ごとに記号をかえ

て菌数を表わした．

　総菌数では6目と9月ではほとんどちがいがみられな

いが，11月には増加しているようである．この傾向はこ

れまで多くの研究で認めら’れた結果と一致する．

　いずれの月でも出現頻度が高く，菌数も多いことか

ら，このアカマツ林の有機物層のF層で優占的な糸状菌

とみられるM〃00rブ舳α舳｛α舳∫，Tブ泌oゐ閉αηか｛一

ゐ，Pα〃肋〃z　spP．，C6助αZo功or｛舳sp．W1，B幼o一

ブo刎W3sp．は出現頻度，菌数のどちらをみても季節的
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な変化はほとんど認められない．いずれも場所によるバ

ラツキが大きく，あるプロットあるいはある時期に異常

に高い菌数を示す場合があるが，それらの間に何の規則

性もなくおそらく局所的な因子のちがいによるものと思

われる．

　このような種類より出現頻度が低く，菌数も少ない種

類では明瞭な季節変化が認められる．その変化のしかた

には2通りあり，一つは6月，11月に多く9月に少な

く，他の一つは6月，9月に少なく11月になって多くな

る．前者のような変化を示すものとしてはM0”舳Z1α

spP．，γ〃洲脇刎sp．W－Ac，8抄〃1αsp．2，助〃｛α

sp㍉5r　CZα∂03クor脇ηz　spP，　1セクαあ〃α　spP，Sphaero－

psida1esが，後者としてはMo〃00舳舳sp，C砂んα一

Z0∫カ0ブ加㎜spp．，助αZ0μ5spp．などをあげることがで

きる．これらの種類群のうちでもM0”舳”αsPP．，

篶れ｛o棚舳sp．W－Ac，助鮒づαsp．2，助6αr乞αsp．

5，Cψ1zαZ03ク0ブ伽〃spp．，耳シαZoμ∫spp．は出現頻度お

よび菌数のどちらで比較しても明瞭にちがいがみられ，

前者の変化を示すものはいずれも6月と11月の出現頻度

および菌数がほぼ等しく，9月の出現頻度は非常に低

く，現われても菌数はごくわずかである，αα∂05ク0r三1舳

spp．は出現頻度についてみると同じような傾向があ

るが，菌数が全般に少なくそのちがいは明瞭でない．

Pθ吻Z0加spp．も出現頻度，菌数ともわずかに9月に低

くなるようであるが季節変動があるといえるかどうか疑

問である．後者の変化を示すものではCθ助αZ03卿｛㈱

spp・は6月に1つのプロットで現われたのみで9月に

は全く分離されず11月になって60％の出現頻度を示した

が，HツαZo妙spP．は6月，9月，11月の順に出現頻

度，菌数とも次第に大となった．M0〃06舳z伽sp．も

助αZ0μ∫spp．とほぼ同じ傾向を示した．以上の種類は

下層檀生の取扱いのちがいによる影響は認められず，い

ずれの区でもほぽ同じ傾向を示している．したがって，

これらの種類の季節変動には下層植生の生育状況あるい

は下層植生による有機物の供給の直接の影響はないもの

と思われる．

　五れに対して肋μZ胴αs⑳，Sphaerops1da1es

（dark　myce11um），Sphaerops1de1es（sp　W2）は下

層植生の取扱いを異にする区によって変化のしかたが顕

著にちがい，新鮮な有機物の供給が糸状菌におよぼす影

響をはっきりと示している．すなわち3者ともに7月に

下層値生を手刈して林地に放置した区一3では9月，11

月にはっきりと増加する傾向があるが，下層植生を除草

剤で枯殺した区一1および無処理の区一2では9月は6

月よりも出現頻度，菌数とも減少するようで，地上檀生

の落葉期の11月になって再び増加している．下層植生，

特にササ類を枯殺した区一1では9月の調査時には立枯

状態で，枯葉はまだ地上へ落下することはなく桿に附着

したままで林床への有機物の添加は行なわれていなかっ

た．11月の調査時には枯葉はほぼ落下しおわっていた．

したがって3つの区の間のちがいからみると，少なくと

もこれらの種類の季節変動は有機物の供給すなわち落葉

と密接な関係があるものと考えられる．これら3種類の

菌はいずれも垂直分布型のI型（3・5）に属するもので，

有機物層のなかでも分解の進んでいないL層で最も優勢

な菌であるから新鮮な有機物が供給されることによって

増加するのは当然であるが，ここで講べたΦはF層であ

るから有機物の供給の結果F層でこれらの菌の活動が盛

んになったと考えるよりも，新らしい有機物上で活動

し，多量の胞子を形成したのがF層に移動した結果と考

えるのがよいであろう．希釈平板法が主として糸状菌の

胞子態のものを検出しているという事実からもこのよう

に考えるのが妥当だと思われる．

　このようにいくつかの糸状菌では季節的になんらかの

変化が見られるが，希釈平板法によって示される糸状菌

集団の季節変動を考えるとき，その変動の意味およびそ

のような変動をひきおこす因子との関係づけがこれまで

安易に考えられてきたようである．GAMs＆DOMscH（・〉

も季節変動を調べるのに用いられてきた方法が適当でな

いことから土壌糸状菌の季節変動についてはまだ問題が

多いことを指摘している．VANDECAvEYE＆KATz－

NELSONωは土壌微生物の季節変動を論議するにあたっ

て，水分と温度は生物の活動に本質的に影響するから種

々の微生物の数量と活動は多かれ少なかれ土壊申の温度

および水分の季節による変化に従うであろう，ゆえに温

度と水分条件が最も好適な晩春と初秋に微生物数は最大

値を示し，低温の冬と高温で乾燥した夏に最低値になる

と予想できると述べている．このようにおそらく土壌微

生物の季節変化も高等植物の場合と同じようにその生長

あるいは活動の季節による変化と考えて論議されるのが

普通であろう．ところが希釈平板法で求めた糸状菌の数

量は主として胞子の数量であり，その胞子は糸状菌の生

長に不利な条件の時によく形成されることがしばしば見

られることから，この数量の変化を上述のような糸状菌

の活動の変化と見なすことは誤りである　mmerS10n

tube（i）あるいはmmers1on　plate⑩で土壌申の菌糸か

ら生長してくるものを調べると，いずれも夏に出現頻

度，種類数が多く，冬に最も少ないことが明らかにされ

ている．この事実からも希釈平板法の結果がそのまま糸

状菌の活動の季節変動を示すものとは考えられない　し

たがって希釈平板法の結果にみられる季節変動と関係因
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子との関連性を考察する場合にも，一般に行なわれるよ

うな糸状菌の数量の多い時の環境因子の状態が糸状菌の

生育に好適な条件と速断するのは正しくない．糸状菌の

土壌申における菌糸の生長と胞子の形成の生態が明らか

にされ，各種因子との関係が解明されなければ希釈平板

法で明らかにされる季節変動の意味は正しく理解できな

いであろう．

　しかし，たとえ胞子の数量ではあってもいくつかの種

類に季節変動がみられるとき，その変化と糸状菌の生息

を支配する因子の季節による変化の間に密接な関係があ

ることが明らかになると，直接には糸状菌の生長あるい

は活動とは結びつかなくても，その因子がその種類の生

息条件として重要なものであるということはできよう．

したがって一自然環境のなかで土壌中の糸状菌の生育に深

い関係のある因子を見つけだす手段としては，希釈平板

法によって季節変動を明らかにすることは意義がある．

本報の結果によると，アカマツ林の有機物層のF層に生

息している糸状菌のうちいくつかの種類に季節変動がみ

られ，その変化のしかたは多少異なるにしてもほぼ同じ

ように9月に減少する傾向を示していたが，その変動と

新鮮な有機物の供給との関係をみると垂直分布型のI型

菌では密接な関係がみられるが，皿型菌ではその影響が

認められなかったことから，この2群の季節的な変動を

支配する因子すなわちそれらの分布を強く支配する因子

が異なったものであることを示している．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　アカマツ林の有機物層のF層に生息する糸状菌の季節

変動を林分内でのバラツキを考慮して検討した．

　出現頻度，菌数の高い優占的な種類では季節による変

動はみられないが，それよりも出現頻度，菌数の低い種

類では一般に9月に減少する傾向がみられた．このよう

な季節変動を示すもののうち垂直分布型のI型に属する

菌は林地への有機物の供給と密接な関係があり，夏に下

層櫃生を刈取って放置すると9月に減少することなく，

逆に増加した．

　希釈平板法によって調べた糸状菌集団の季節変動の意

義について考察した．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S胆㎜m弧y

　The　seasona1f1uctuat1ons　of　m1cro－fung11n　F1ayer　of　p1ne　forest（P伽卿ゐ〃∫ゲZorα）

were　exam1ned．for　mformat1on　about　the　eco1og1ca1characters　of　each皿ember　of　m1cro－

fungus　popu1ation．

　Stud1es　were　made　m　June30，September7and．No▽e皿ber15．1967
　E1ghteen　samp1es　were　taken1n　a　stand－m　order　to　know　the　spat1a1var1at1on　w1th1n

a　stand．and．to　a11ow　a　seasona1compar1son

　M1cro－fung1were1so1ated　by　the　usua1d11ut1on　p1ate　method．

　As　shown　in　Fig．1，frequency　and　funga1counts　were　emp1oyed　in　studying　the
seasona1f1uctuat1ons　of　each　spec1es　or　groups　wh1ch　showed　a　frequency　of50percent

or　greater　m　one　samp1mg　d．ate　Seasona1f1uctuat1on　cou1d　not　be　demonstrated－for
dommant　spec1es　such　as〃1〃oor　rα閉α舳吻舳∫，Tブ励oゐr刎αη㈹66，Pθ〃α〃吻刎spP，

CψαZ05クo閉伽sp　Wl　and肋5クoグo刎6θ3sp，wh11e　some　spec1es　wh1ch　were1ower
in　frequency　and－fmga1counts　f1uct由teせbetween　d．1fferent　samp1mg　dates　h　genera1

agreement　w1th　what　has　been　reported　by　many　other　mvest1gators　who　have　exmmed
the　seasona1f1uctuat1ons　of　m1croorgan1s＝ms1n　the　s011，those　spec1es　or　groups　wh1ch

showed．seasona1f1uctuat1ons　d－ecreased．1n　Summer　months　Howeyer，the　factors　wh1ch

mf1uenced　on　the　seasona1f1uctuat1ons　of　m1cro－fung1seemed．to　be　d1fferent　The
f1uctuat1ons　of　the　groups　be1ong1ng　to　type　l　of　the　vert1ca1　d1stnbut1on　patterns　of

s011fung1corre1ated　we11w1th　the　ad－d．1t1on　of　new　fa11en1eaves　and．when　organ1c

matter　was　ad．ded．to　the　forest　f1oor1n　Summer，these　groups　marked－1y1ncreased


